
地震直後の現地取材で
つかんだこと

認定NPO法人障害者放送通信機構



取材概要

 日 時：2024年1月3日（水）～1月7日（日）

 訪問目的：石川県聴覚障害者協会様と連携し、

 ろう被災者の状況把握、物資提供、取材

 場 所：石川県聴覚障害者センター（金沢市）

穴水市・能登町・珠洲市の被災者のご自宅や避難所

能登就労支援事業所やなぎだハウス（能登町）



１月３日(水)

取材スケジュール・行程

18:48

聴覚障害者ご兄弟の

ご自宅（穴水市）に到着。

19:45頃

七尾輪島線のトンネル手前で

急に前進できなくなり、

1時間半程度立往生。

9:00

・石川県聴覚障害者センター（金沢市）

施設長様と合流。

14:47

・「やなぎだハウス」生活支援員様、

「目で聴くテレビ」取材チーム3名で

ハイエース・プリウスの2台体制で奥能登へ。



１月４日(木)

取材スケジュール・行程

9:00から15:40までの6時間40分程度、

一度も電波が繋がらない状況が続いた。

進んでは突き当たって引き返し、

を何度も繰り返した。

■通行可能・不可の道路の記録

石川県発行

奥能登２市２町へのアクセスルート

トヨタ発行

通れた道マップ



１月４日(木)

取材スケジュール・行程

・協会職員宅から能登町立松波中学校までの

道路は、数十mおきに亀裂や隆起が散見された。

・沿岸部に近くなるにつれて、津波の影響と

思われる漂流物が道路付近に散乱していた。

12:30

珠洲市へ向かう道路沿いに

協会職員の自宅があるため、立ち寄った。



取材スケジュール・行程

14:10

・能登町立松波中学校避難所に到着。

聴覚障害者Bさんからお話をうかがう。

15:00

・聴覚障害者Bさんのご自宅に到着。

１月４日(木)



取材スケジュール・行程

09:20

・珠洲市立直小学校を出発。

徒歩で聴覚障害者Cさんご自宅へ。

07:00

・宿泊先を出発。

08:00

・珠洲市役所到着。「やなぎたハウス」所長
と待ち合わせ。

08:40

・珠洲市立直小学校に到着。

聴覚障害者Cさんからお話をうかがう。

１月５日(金)



取材スケジュール・行程

11:08

・能登就労支援事業所

「やなぎだハウス」に到着。

佐藤所長、沖田職員と被害状況を確認。

12:10頃

・「やなぎだハウス」を出発。

所長、職員とお別れ。

21:00

・石川県聴覚障害者センターに到着。

１月５日(金)



発災直後の現地の課題

通行困難な
道路状況

通信障害 停電・断水

情報格差
手話通訳者
等の被災

コミュニケー
ションの課題



若柳さんのインタビュー動画



目で聴くテレビでの取り組み

 NHK総合テレビの「災害特別ニュース」に対するリアルタイム手話放送の実施

１月１日の17時45分～20時（2時間半）

翌２日の10時～13時（3時間）

現地取材のリアルタイムSNS発信

X（旧Twitter）、Instagram、YouTubeにより発信。

ろう被災者（酒井ご兄弟）のインタビュー：24万件

「避難所でお過ごしの皆さまへ」手話動画」：26万件

取材番組の放送

tvkテレビ神奈川、KBS京都、アイ・ドラゴン4 IPTV

アイドラゴン4 アーカイブ

一次取材：1月3日～7日、二次取材：2月12日～13日



目で聴くテレビでの取り組み

取材対応・映像および画像データ提供

・月刊ニューメディア様 2024年3月号 取材記事掲載

・日本聴力障害新聞様 2024年2月1日第890号写真提供

・毎日新聞様 2024年2月26日朝刊社会面取材記事掲載

・NHK様 2024年1月9日NHK福祉情報サイトハートネット取材記事掲載

NHK Eテレ「週間手話ニュース」1月13日（土）11:40～12:00 映像提供

NHK Eテレ「こども手話ウィークリー」1月14日（日）17:55～18:00 映像提供

NHK Eテレ「ハートネット ろうなん」放送予定映像提供



取材を通して感じたこと

避難所における情報の可視化の重要性

どのような状況でも、日常で使用する言語（手話等）で

コミュニケーションをとることができる環境整備が最も重要

ニーズや課題は地域・発災後の時期によって異なる


	地震直後の現地取材で�つかんだこと
	取材概要
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13

